
『主の憐れみと恵み』 (Ⅰテモテ 1:12-17) 2023.7.30  M.M.M. 
 

序） 先日、S 姉と K 兄が、好きな賛美の話をしておられるのを聞いた。 

インマヌエル讃美歌 510 番 「あなうれしわが身の」 (折り返し) 

   ♪歌わでやあるべき 救われし身の幸 称えでやあるべき 御救いのかしこさ 

   （原詩） This is My Story, This is My Song, Praising My Saviour All the Day Long 

インマヌエル讃美歌 511 番 「罪とがを赦され」 

   ♪ 罪とがを赦され 神の子となりたる 我が魂の喜び 比べ得るものなし 

あれ？私、王子教会で救いの証ししたことあったっけ？ したいな！ 

 今回は、私のストーリーを分かち合いたい 

 

Ⅰ．牧師の子供として 

① 祈り、聖書、賛美は朝飯前   ②１０歳の苦しみ   ③救いの恵み 

 

Ⅱ．放蕩娘時代 

① この世へのあこがれ   ②ふた心の苦しみ   ③立ち返りと召命 

15 節 「キリスト・イエスは罪⼈を救うために世に来られた」という⾔葉は真実であり、 
  そのまま受け⼊れるに値するものです。私はその罪⼈のかしらです。 
16 節 しかし、私はあわれみを受けました。それはキリスト・イエスがこの上ない寛容をまず 
  私に⽰し､私をご⾃分を信じて永遠のいのちを得ることになる⼈々の先例にするためでした｡ 
 

Ⅲ．主に仕える者とされて 

① 楽しい、嬉しい開拓   ②牧師としての苦しみ   ③辿り着いた安息と喜び 

 

結） 12 節、私は、私を強くしてくださる、私たちの主キリスト・イエスに感謝しています。 
 キリストは私を忠実なものと認めて、この務めに任命してくださったからです。 

真実でないのに誠実な者として、主に仕えるために任じてくださった。 

 ただただ、「主の憐れみと恵み」以外にはない。 

インマヌエル讃美歌 653 番 「真実全き心もて」 

  ♪ 真実 全き心もて いのちの君に仕え イエスを高き則として 雄々しく戦わばや 


